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『奈良国立博物館だより』は、1・4・7・10月に発行します。郵送をご希望の方は、何月号かを
明記し、返信用封筒を同封して、当館の情報サービス室にお申し込みください。
※返信用封筒には宛名を明記し、長形3号の場合は94円切手を、角形2号の場合は120円
切手を貼付してください。　

※当館には駐車スペースがございませんので近
　隣の県営駐車場等（有料）をご利用ください。

鳳凰文卣

木造　
彩色（現状古色）
像高53.5cm
鎌倉時代（13世紀）
当館

青銅鋳製
総高51.4㎝
中国・商（殷）末期～西周初期

（紀元前11～前10世紀）
当館（坂本コレクション）

展示品の
みどころ

 ほう　 おう　　もん　 ゆう

二十八部衆立像
のうち　
迦楼羅王

名品展「中国古代青銅器」名品展「珠玉の仏たち」

  に　じゅうはち　ぶ　しゅうりゅう ぞう

  か　　る　　ら　 おう

　当館の中国古代青銅器の白眉

である。本場中国でもまれな作

品で、これを目当てに海外から来

る専門家もいる。卣と呼ばれる酒壺で、ふっくらとした胴に傘形

の蓋がかぶさり、肩に提げ手が付く（モヒカンのように中央に立

つのが提げ手。横から見ればΩ形）。本来、卣はシンプルな形だ

が、本器は文様や突起でコテコテに装飾され、複雑怪奇な造形

物に進化（？）している。各突起の先に龍のような獣の顔を付け

ているので、この壺はただならぬ霊気を放つ「宝器」だと言いた

いのであろう。

　類品は、中国陝西省宝鶏市で出土し、米国メトロポリタン美

術館に渡った酒器のセット（柉禁という。方台と13点の坏や壺

を組み合わせた祭器）の中にあり、また近年（2012年）同じく宝

鶏市から類似のセットが発掘され話題となった。本器は「はぐ

れ者」であるが、全体のバランスや装飾は他よりも優れており、

私は勝手に「孤高の王者」と呼んでいる。最近、岡本太郎の彫刻

「縄文人」（川崎市岡本太郎美術館蔵。1982年作。土器から気迫

が吹き出る様子を造形化した作品）に似ていると気づいた。時

空を越えたつながりがあるのかもしれない。

　　　　　　　　　　　　　　　　   吉澤　悟（当館学芸部長）

　迦楼羅王は、ガルダ（Garud・a）というインド神話に登場する龍

を食べる巨大な鳥で、仏教では釈迦の眷属の八部衆や、千手観

音の眷属の二十八部衆の中の一尊である。龍を食べることか

ら、病気や、風雨、落雷などを除く力があるとされ、迦楼羅法とい

う修法もある。その姿は本像のように鳥頭人身（頭は鳥で体は

人間）で翼を持ち、横笛を吹く姿で表される。

　本像は、京都の愛宕念仏寺に伝来した二十八部衆の内の一

体で、本像を含む四体が、縁あって当館の所蔵に帰した。その

均整のとれた姿から鎌倉時代の作と考えられるが、鎌倉以前の

迦楼羅王像は、極めて珍しくその点においても貴重である。

　館蔵品となってから修理を行い、前の修理で矧目からはみ出

した接着剤を取り除いて表面をきれいにするなど、より制作当

初に近い姿を取り戻した。しかし、今回の修理では、欠けてなく

なった右手先はあえて補わなかった。文化財の修理はオリジナ

ルの尊重が原則で、必要以上に後世の創作を加えないという方

針に沿ったからである。ご覧になった方々には、かつてどんな風

に笛を吹いていたのか、想像を膨らませていただきたい。

　　　　　　　　　　　　　  岩井　共二（当館学芸部美術室長）

■開館日時（7月～9月） ■観覧料金
　浄瑠璃寺九体阿弥陀修理完成記念　特別展
　聖地　南山城 ―奈良と京都を結ぶ祈りの至宝―■開館時間／午前9時30分～午後5時

※特別展「南山城」会期中（7月8日～9月3日）は特別展・名品展とも午後6
時まで。

※名品展のみ毎週土曜日は午後8時まで、8月15日（火）は午後7時まで。
※いずれも入館は閉館の30分前まで。

■休館日／毎週月曜日、7月18日（火）、9月19日（火）
※7月17日（月・祝）は開館。
※8月7日（月）、8月14日（月）、9月18日（月・祝）は名品展（なら仏像館・

青銅器館）のみ開館。
※その他、臨時に休館日を変更することがあります。

■観覧料金　名品展・特別陳列・特集展示

個人（当日）
一　　般

700円
大学生
350円

※高校生以下および18歳未満の方、満70歳以上の方、障害者手帳または
ミライロIDをお持ちの方（介護者1名を含む）は無料です。

※奈良国立博物館キャンパスメンバーズ加盟校の学生及び教職員の方は
無料です。

※高校生以下および18歳未満の方と一緒に観覧される方は一般100円
引き、大学生50円引きとします（親子割引）。

線刻部分

〔交通案内〕近鉄奈良駅下車徒歩約15分、またはJR奈
良駅・近鉄奈良駅から奈良交通「市内循環」バス（外回
り）「氷室神社・国立博物館」下車すぐ。

※前売券の販売は4月28日㈮から7月7日㈮まで。
※販売場所：当館観覧券売場（休館日は販売いたしません）、公式オンラインチケッ

ト、ローソンチケット 【Lコード：55109】、チケットぴあ（通常チケット・特別チ
ケット②）【Pコード：686-451】、セブンチケット【セブンコード：100-634】、
楽天チケット、イープラス、CNプレイガイド 【0570-08-9999（オペレーター対
応）】ほかで販売

※障害者手帳またはミライロ ID（スマートフォン向け障害者手帳アプリ）をお持ち
の方（介護者1名を含む）、奈良博メンバーシップ・プレミアムカード会員の方（1回
目及び2回目の観覧）は無料（要証明）。

※奈良国立博物館キャンパスメンバーズ会員（学生）の方は当日券を400円（要学
生証）、同（教職員）の方は1,700円でお求めいただけます（要証明）。

※観覧当日に証明書・会員証などの提示が必要です（一般と小学生以下を除く）。
※本展の観覧券で、名品展（なら仏像館・青銅器館）もご覧になれます。
※館内が混雑した際は、入場を制限する場合があります。
※本展は日時指定制ではありません。

当日券
前売・団体券
（20名以上）

一　　般
1,800円

1,600円

高校・大学生
1,300円

1,100円

小・中学生
600円

400円
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